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１．はじめに 

風力発電は、新たなエネルギー資源として注目さ

れているが、一方でその低周波音による健康被害が

問題となっている[1]。本研究では、ヒーリング効果を

持つことで知られている「1/f ゆらぎ音」を利用し、健

康被害を改善する。ここでは、ヒーリング効果の高い

1/f ゆらぎ音の生成のための因子を、実験計画法に

基づいた実験と分散分析によって検討する。 
２．グレコ･ラテン方格による実験の効率化 

1/f ゆらぎ音の因子を表１のように定義し、音源を

作成する。音源を被験者３人に試聴してもらい、生

体信号から抽出される物理量（脳波のLF/HF、

CV-PIと脈波のLF/HF、CV-RR）を用いてヒーリング

効果の高い因子を探る。このとき、因子の組み合わ

せは44=256通りになるので、試聴実験は被験者１人

につき256回行う必要がある。そこでグレコ・ラテン方

格を使用し、効率的な実験を計画すれば、４因子４

水準の実験は16回で行うことができる[2]。 
３．分散分析によるデータ分析 

実験データから、有意（事象に対して因子の効果

が十分にある）な因子を特定するために、分散分析

[2]を行う。分散分析から得られた物理量の変動を図

１に示す。この変動が大きい因子ほど、有意な因子

と考えられる。例えば(a)のグラフからは、因子 C,D に

比べて因子 A,B がヒーリング効果に寄与すると読み

取れる。ところが、(a)以外のグラフを見ると、必ずしも

因子A,B のみが有意であるとは言い切れない結果と

なっている。これは実験回数を大きく削減したことに

よって生じている誤差とも考えられる。今後、この誤

差を減少させる分析方法を検討し、ヒーリング効果

の高い 1/f ゆらぎ音の生成を可能にしたい。 
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（a）被験者１脳波 LF/HF      （ｂ）被験者１脳波 CV-PI    （c）被験者１脈波 LF/HF 
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（ｄ）被験者１脈波 CV-RR     （e）被験者２脳波 LF/HF    （f）被験者２脳波 CV-PI 
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（g）被験者２脈波 CV-RR     （h）被験者３脳波 LF/HF    （i）被験者３脳波 CV-PI 

図１ 各被験者、各指標における水準間の変動 
（被験者２の脈波 LF/HF、被験者３の脈波 LF/HF、CV-RR は計算不可能のため省略した） 

表 1 ゆらぎ音源の因子 
Aゆらぎ間隔

Td[sec] 
Bゆらぎ幅 
ΔT[%] 

C周波数 
f[Hz] 

D音圧 
SPL[dB] 

a1  0.046 b1 ±10 c1  128 d1  40 
a2  0.1 b2 ±20 c2  4K d2  50 
a3  0.18 b3 ±40 c3  15K d3  60 
a4  0.8 b4 ±50 c4 白色雑音 d4  70 


